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【 背 景 と 目 的 】  

管 内 養 豚 農 家 (繁 殖 肥 育 一 貫 、330 頭 飼 養 規 模 、余 剰 食 品 を 自 家

配 合 し 給 与 )に お い て 、 202 2 年 頃 よ り 母 豚 の 繁 殖 成 績 と 新 生 子 豚

の 育 成 率 が 不 安 定 で あ っ た 。  

そ こ で 、 当 該 農 場 に お け る 生 産 性 の 向 上 を 目 的 と し 、 母 豚 の 健

康 お よ び 栄 養 状 態 、繁 殖 成 績 に 影 響 を 及 ぼ す 血 中 ビ タ ミ ン E(以 下

Vit . E )濃 度 、 給 与 飼 料 の 栄 養 成 分 充 足 率 に つ い て 調 査 を 実 施 し た 。 

【 方 法 】  

20 2 2 年 2 月 (A 群 )、 20 2 2 年 7 月 (B 群 )、 20 2 3 年 2 月 (C 群 )、

20 2 3 年 6 月 (D 群 )、 20 2 4 年 1 月 (E 群 )、 20 2 4 年 8 月 ( F 群 )の 母 豚

6 群 (重 複 母 豚 含 む )に つ い て 、 母 豚 の 健 康 お よ び 栄 養 状 態 の 確 認

の た め 、 給 与 飼 料 の 種 類 ・ 量 （ 表 1、 図 1）、 各 群 の 給 与 飼 料 の 養

分 充 足 率（ 表 2）、産 子 数 や 育 成 率 な ど の 繁 殖 成 績 の 聞 き 取 り 調 査

を 実 施 し た 。 育 成 率 に つ い て は 、 産 子 数 と 豚 熱 ワ ク チ ン 接 種 時 の

生 存 子 数 か ら 算 出 し た 。  

ま た 、 1 群 に つ き 10 頭 計 60 頭 を 採 血 し 、 血 清 中 Vi t . E 濃 度 の

測 定 （ 図 2） と TG、 Tc h o、 T P、 GO T、 GP T、 GG T の 6 項 目 の 血 清 生

化 学 的 検 査 を 実 施 し た 。  

得 ら れ た 結 果 か ら 、 採 材 時 期 に よ り 冬 季 W 群 (A、 C、 E 群 )と 夏

季 S 群 (B、D、F 群 )、給 与 飼 料 の 違 い に よ り 、納 豆 配 合 の N 群 (B、

C、D、E 群 )と 納 豆 未 配 合 の O 群 (A、 F 群 )に 分 け 、繁 殖 成 績 、血 清

中 Vit . E 濃 度 と 血 清 生 化 学 的 検 査 結 果 に つ い て 、 2 元 配 置 分 散 分

析 を 実 施 し 、 各 要 因 の 主 効 果 と 交 互 作 用 に つ い て 調 べ た 。 ま た 、

Tch o 値 と 血 清 中 Vit . E 濃 度 に つ い て 、 単 回 帰 分 析 を 行 っ た 。  

【 結 果 】  

繁 殖 成 績 で は 、 産 子 数 は W 群 よ り も S 群 が 高 く 、 有 意 差 は な か

っ た が 、O 群 よ り N 群 が 高 い 傾 向 だ っ た（ 図 3）。子 豚 の 育 成 率 は 、

W 群 (57 . 5％ )よ り も S 群 (76 . 8％ )が 高 く (P< 0 . 0 5 )、 O 群 (5 3 . 7％ )

よ り も N 群 (76 . 8％ )が 高 か っ た (P< 0 . 0 5 )（ 図 4）。  

血 清 中 Vit . E 濃 度 は 、S 群 (70 . 7±94 . 3 )よ り も W 群 (14 1 . 1±95 . 1 )

が 高 く 、O 群 (29 . 7±42 . 0 )よ り も N 群 (14 3 . 9±99 . 4 )が 高 か っ た が 、

交 互 作 用 も 有 意 だ っ た （ 図 5）。 Tch o 値 は O 群 よ り も N 群 が 高 か

っ た (P＜ 0 . 0 1 )  （ 図 6）。 TP 値 は 、 O 群 よ り も N 群 が 高 か っ た が 、

交 互 作 用 も 有 意 だ っ た 。GO T、GT P、G G T、TG 値 は 、給 与 飼 料 の 影 響

は ほ ぼ 認 め ら れ な か っ た 。Tch o 値 と Vit . E 濃 度 は 、単 回 帰 分 析 の

結 果 、 や や 相 関 が 認 め ら れ た (R 2 = 0 . 1 4 , P＜ 0. 0 1 )（ 図 7）。  



【 考 察 】  

結 果 か ら 、 納 豆 配 合 飼 料 の 給 与 で 産 子 数 が 上 昇 し た 。 こ の 産 子

数 の 上 昇 は 、 タ ン パ ク 質 合 成 ・ 吸 収 や ブ ド ウ 糖 代 謝 促 進 な ど 生 体

に と っ て 重 要 な 必 須 ア ミ ノ 酸 で あ る リ ジ ン の 充 足 率 が 改 善 さ れ 、

母 豚 の 飼 料 摂 取 量 が 増 加 し 、血 中 Tc h o 値 も 上 昇 し 、そ の 結 果 、母

豚 の 健 康 お よ び 栄 養 状 態 が 良 く な っ た た め だ と 考 え ら れ た 。  

ま た 、 納 豆 に Vi t . E が 多 く 含 ま れ て い る た め 、 血 清 中 Vit . E 濃

度 が 上 昇 し 、 初 乳 中 Vit . E 濃 度 も 上 昇 し た た め で あ る 可 能 性 が 考

え ら れ る （ 図 ８ ）。  

今 後 も 、 生 産 性 向 上 の た め 、 母 豚 の 個 体 管 理 徹 底 と 母 豚 の 計 画

的 な 更 新 、 飼 料 摂 取 量 が 低 下 す る 夏 季 に 納 豆 の 配 合 割 合 を 増 や す

な ど 季 節 性 を 考 え た 飼 料 設 計 、 夏 季 の 暑 熱 対 策 や 哺 乳 期 か ら 離 乳

後 の 子 豚 に 対 す る 温 度 管 理 な ど の 飼 養 管 理 を 引 き 続 き 調 査 し 、 指

導 を 行 っ て い く 。  

 



表１ 母豚の給与飼料の配合割合
プレミックス添加割合

（％）

A B C D E F

パン 60.0 65.2 60.0 70.0 53.3 80.0

ケーキ 20.0 21.7 15.4 18.0 18.0 20.0

コーン
フレーク

20.0 ― 14.3 ― 16.7 ―

納豆 ― 13.0 10.3 12.0 12.0 ―

図１ 給与飼料

パン 納豆ケーキ

表２ 母豚の給与飼料の充足率

（％）

A B C D E F

TDN 105.8 93.2 101.9 93.2 101.9 95.4

CP 70.5 80.4 78.9 80.4 78.9 72.3

リジン 34.3 56.6 53.4 56.6 53.4 38.1

図２ 母豚の血中ビタミンE濃度
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図３ 母豚の産子数
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図４ 子豚の育成率
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図５ 母豚の血中Vit.E濃度
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図６ 母豚のTcho値
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図７ Tcho値とVit.E濃度の関係
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図８ 納豆配合による影響


